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剣

道

・

銃

剣

道

・

水

泳

の

各

指

導

者

集

合

訓

練

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

自

衛

隊

体

育

学

校

広

報

室

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

６

月

29

日

、

38

個

地

区

協

会

及

び

女

性

部

会

・

青

年

部

会

の

事

務

局

長

を

一

堂

に

会

し

て

、

令

和

５

年

度

の

事

務

局

長

会

を

開

催

し

た

。

東東東東

京京京京

都都都都

防防防防

衛衛衛衛

協協協協

会会会会

かかかか

らららら

のののの

情情情情

報報報報

発発発発

信信信信

・・・・

おおおお

願願願願

いいいい

事事事事

項項項項

①

東

京

都

防

衛

協

会

加

盟

地

区

協

会

（

府

中

市

防

衛

協

会

創

設

）

の

現

況

と

連

絡

先

②

地

区

協

会

と

担

当

隊

区

部

隊

の

連

携

③

基

地

・

駐

屯

地

及

び

第

１

師

団

関

連

教

育

訓

練

・

演

習

等

の

可

能

な

見

学

・

研

修

④

会

報

の

送

付

先

及

び

送

付

部

数

の

見

直

し

⑤

東

京

地

方

協

力

本

部

か

ら

の

お

知

ら

せ

と

お

願

い

⑥

東

京

都

防

衛

協

会

Ｈ

Ｐ

の

現

状

と

活

用

⑦

新

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

作

成

及

び

購

入

希

望

地地地地

域域域域

毎毎毎毎

のののの

チチチチ

ーーーー

ムムムム

ミミミミ

ーーーー

テテテテ

ィィィィ

ンンンン

ググググ

課課課課

題題題題

①

コ

ロ

ナ

終

息

後

の

地

区

協

会

の

会

務

運

営

と

会

勢

拡

大

②

東

京

都

防

衛

協

会

会

報

の

活

用

と

ペ

ー

パ

ー

レ

ス

化

へ

の

対

応

（

賛

否

意

見

を

含

む

）

東

京

都

防

衛

協

会

と

地

区

協

会

並

び

に

地

区

協

会

相

互

の

情

報

共

有

・

意

思

疎

通

は

所

期

の

目

的

を

達

成

し

ま

し

た

。

ま

た

23

区

、

北

多

摩

、

西

・

南

多

摩

の

３

チ

ー

ム

に

分

か

れ

て

前

述

の

テ

ー

マ

で

議

論

し

チ

ー

ム

代

表

に

よ

る

発

表

を

行

い

会

務

運

営

の

資

を

得

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

（

東

京

都

防

衛

協

会

事

務

局

）

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

６
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29
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個

地

区

協

会

及

び

女

性

部

会

・

青

年

部

会

の

事

務

局

長

を

一

堂

に

会

し

て

、

令

和

５

年

度

の

事

務

局

長

会

を

開

催

し

た

。
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防
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会

創
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の

現

況

と

連

絡

先

②

地

区

協

会

と

担

当

隊

区
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の
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携

③

基
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・

駐

屯

地

及

び

第

１

師

団

関

連

教
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訓

練

・

演
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の

可
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な

見

学

・

研
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④
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報
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送
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先

及
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⑤
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か
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お
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ら
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と
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パ
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①
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終

息

後

の

地

区
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会

の

会

務

運

営

と

会

勢

拡

大

②

東

京

都

防

衛

協

会

会

報

の

活

用

と

ペ

ー

パ

ー

レ

ス

化

へ

の

対

応

（

賛

否

意

見

を

含

む

）

東

京

都

防

衛

協

会

と

地

区

協

会

並

び

に

地

区

協

会

相

互

の

情

報

共

有

・

意

思

疎

通

は

所

期

の

目

的

を

達

成

し

ま

し

た
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ま

た
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区

、

北

多

摩

、

西

・

南

多

摩

の

３

チ

ー

ム

に

分

か

れ

て

前

述

の

テ

ー

マ

で

議

論

し

チ

ー

ム

代

表

に

よ

る

発

表

を

行

い

会

務

運

営

の

資

を

得

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

（

東

京

都

防

衛

協

会

事

務

局

）

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

会

報

に

防

衛

省

本

省

並

び

に

自

衛

隊

の

部

隊

及

び

機

関

に

お

け

る

ホ

ッ

ト

な

話

題

に

つ

い

て

本

コ

ー

ナ

ー

で

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

を

使

っ

て

紹

介

し

気

軽

に

ア

ク

セ

ス

出

来

る

よ

う

に

致

し

ま

す

。

ご

活

用

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

致

し

ま

す

。

○

防

衛

省

自

衛

隊

：

防

衛

白

書

○

東

京

地

本

HP

の

注

目

動

画

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

会

報

に

防

衛

省

本

省

並

び

に

自

衛

隊

の

部

隊

及

び

機

関

に

お

け

る

ホ

ッ

ト

な

話

題

に

つ

い

て

本

コ

ー

ナ

ー

で

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

を

使

っ

て

紹

介

し

気

軽

に

ア

ク

セ

ス

出

来

る

よ

う

に

致

し

ま

す

。

ご

活

用

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

致

し

ま

す

。

○

防

衛

省

自

衛

隊

：

防

衛

白

書

○

東

京

地

本

HP

の

注

目

動

画

令

和

５

年

度

事

務

局

長

会

開

催

令

和

５

年

度

事

務

局

長

会

開

催

米

国

の

未

来

学

者

ア

ル

ビ

ン

ト

フ

ラ

ー

が

「

第

三

の

波

」

を

世

に

送

り

出

し

た

の

が

１

９

８

０

年

で

す

。

そ

の

著

書

の

中

で

ト

フ

ラ

ー

は

、

「

第

一

の

波

が

農

業

社

会

、

第

二

の

波

が

産

業

・

工

業

社

会

、

そ

し

て

第

三

の

波

が

情

報

化

社

会

で

あ

る

」

と

定

義

し

て

い

ま

す

。

農

業

社

会

は

、

農

業

を

営

む

土

地

が

中

心

で

あ

り

各

地

域

の

リ

ー

ダ

ー

が

支

配

す

る

社

会

で

す

。

次

の

産

業

・

工

業

社

会

は

、

都

市

部

な

ど

に

大

規

模

な

会

社

、

工

場

な

ど

が

建

設

さ

れ

、

そ

の

た

め

に

都

市

部

に

人

口

が

集

中

す

る

社

会

で

あ

り

、

組

織

ご

と

に

ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

を

形

成

す

る

社

会

で

す

。

こ

の

第

二

の

波

の

社

会

は

日

本

に

と

っ

て

き

わ

め

て

有

利

な

社

会

だ

っ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

そ

の

社

会

は

大

規

模

な

労

働

力

集

約

型

で

画

一

的

な

製

品

を

生

み

出

す

産

業

社

会

で

あ

り

、

そ

の

波

の

中

で

日

本

は

高

度

経

済

成

長

を

実

現

し

ま

し

た

。

そ

の

背

景

と

し

て

、

故

中

根

千

枝

東

京

大

学

名

誉

教

授

が

「

日

本

は

先

輩

後

輩

の

関

係

が

強

い

小

集

団

が

全

て

の

基

礎

で

あ

る

。

各

集

団

は

閉

鎖

性

が

極

め

て

強

く

、

大

集

団

は

こ

の

小

集

団

の

タ

テ

へ

の

数

珠

つ

な

ぎ

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

」

と

の

こ

と

で

す

。

こ

う

し

た

集

団

は

年

功

序

列

、

終

身

雇

用

の

制

度

下

、

小

集

団

内

で

滅

私

奉

公

に

近

い

労

働

で

生

産

性

を

上

げ

る

競

争

社

会

で

は

極

め

て

有

利

に

機

能

し

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

し

か

し

、

最

近

の

日

本

で

は

そ

の

よ

う

な

大

規

模

労

働

力

集

約

型

、

年

功

序

列

、

終

身

雇

用

、

先

輩

・

後

輩

の

強

い

関

係

な

ど

の

価

値

観

等

が

い

ず

れ

も

変

化

し

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

こ

れ

は

、

第

三

の

波

の

情

報

化

社

会

へ

日

本

全

体

が

移

行

し

つ

つ

あ

る

兆

候

で

あ

る

と

感

じ

ま

す

。

第

二

の

波

の

大

規

模

組

織

で

は

上

部

組

織

も

巨

大

で

そ

の

意

思

決

定

は

不

透

明

で

あ

り

、

個

人

よ

り

も

会

社

優

先

の

価

値

観

が

横

行

し

、

転

職

す

る

こ

と

は

個

人

の

キ

ャ

リ

ア

形

成

に

は

不

利

で

あ

る

、

な

ど

の

デ

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

大

規

模

組

織

の

メ

リ

ッ

ト

は

安

定

で

す

が

、

そ

の

安

定

に

頼

る

価

値

観

は

既

に

揺

ら

い

で

い

る

と

思

え

ま

す

。

第

三

の

波

の

社

会

で

は

、

ネ

ッ

ト

な

ど

の

各

種

情

報

が

個

人

で

も

容

易

に

手

に

入

り

ま

す

の

で

、

そ

う

し

た

情

報

に

基

づ

き

個

人

個

人

は

よ

り

迅

速

に

状

況

判

断

が

で

き

ま

す

。

そ

の

た

め

、

大

規

模

か

つ

労

働

集

約

型

の

時

間

の

か

か

る

シ

ス

テ

ム

で

は

有

利

な

競

争

が

出

来

な

く

な

り

ま

す

。

個

人

が

必

然

的

に

尊

重

さ

れ

ま

す

。

新

し

い

第

三

の

波

の

組

織

で

は

、

上

か

ら

言

わ

れ

た

こ

と

だ

け

を

忠

実

に

実

行

す

る

人

材

よ

り

も

、

自

ら

情

報

を

収

集

し

判

断

し

実

行

す

る

人

材

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

う

し

た

個

人

は

終

身

雇

用

の

安

定

よ

り

も

ス

キ

ル

を

活

か

し

て

転

職

す

る

こ

と

を

選

択

す

る

で

し

ょ

う

。

第

二

の

波

の

社

会

で

は

、

大

規

模

組

織

の

中

で

上

司

の

お

気

に

入

り

に

な

る

事

、

ラ

イ

バ

ル

と

の

競

争

に

勝

つ

努

力

等

が

出

世

に

は

大

い

に

必

要

と

さ

れ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

第

三

の

波

の

社

会

で

は

個

人

の

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

こ

そ

が

最

も

重

要

で

す

。

人

間

の

行

動

原

理

が

変

化

す

る

に

は

①

絶

大

な

カ

リ

ス

マ

リ

ー

ダ

ー

の

影

響

、

②

長

期

間

に

及

ぶ

文

化

的

変

化

の

影

響

、

③

徹

底

し

た

教

育

な

ど

が

必

要

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

は

③

を

重

視

し

、

時

代

の

波

を

自

覚

し

て

自

ら

学

ぶ

と

と

も

に

、

よ

り

良

い

教

育

機

会

を

手

に

入

れ

る

こ

と

な

ど

が

大

変

重

要

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

等

は

自

衛

隊

、

民

間

会

社

、

官

公

庁

、

政

治

の

世

界

、

い

ず

れ

の

組

織

に

お

い

て

も

求

め

ら

れ

る

変

化

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

米

国

の

未

来

学

者

ア

ル

ビ

ン

ト

フ

ラ

ー

が

「

第

三

の

波

」

を

世

に

送

り

出

し

た

の

が

１

９

８

０

年

で

す

。

そ

の

著

書

の

中

で

ト

フ

ラ

ー

は

、

「

第

一

の

波

が

農

業

社

会

、

第

二

の

波

が

産

業

・

工

業

社

会

、

そ

し

て

第

三

の

波

が

情

報

化

社

会

で

あ

る

」

と

定

義

し

て

い

ま

す

。

農

業

社

会

は

、

農

業

を

営

む

土

地

が

中

心

で

あ

り

各

地

域

の

リ

ー

ダ

ー

が

支

配

す

る

社

会

で

す

。

次

の

産

業

・

工

業

社

会

は

、

都

市

部

な

ど

に

大

規

模

な

会

社

、

工

場

な

ど

が

建

設

さ

れ

、

そ

の

た

め

に

都

市

部

に

人

口

が

集

中

す

る

社

会

で

あ

り

、

組

織

ご

と

に

ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

を

形

成

す

る

社

会

で

す

。

こ

の

第

二

の

波

の

社

会

は

日

本

に

と

っ

て

き

わ

め

て

有

利

な

社

会

だ

っ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

そ

の

社

会

は

大

規

模

な

労

働

力

集

約

型

で

画

一

的

な

製

品

を

生

み

出

す

産

業

社

会

で

あ

り

、

そ

の

波

の

中

で

日

本

は

高

度

経

済

成

長

を

実

現

し

ま

し

た

。

そ

の

背

景

と

し

て

、

故

中

根

千

枝

東

京

大

学

名

誉

教

授

が

「

日

本

は

先

輩

後

輩

の

関

係

が

強

い

小

集

団

が

全

て

の

基

礎

で

あ

る

。

各

集

団

は

閉

鎖

性

が

極

め

て

強

く

、

大

集

団

は

こ

の

小

集

団

の

タ

テ

へ

の

数

珠

つ

な

ぎ

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

」

と

の

こ

と

で

す

。

こ

う

し

た

集

団

は

年

功

序

列

、

終

身

雇

用

の

制

度

下

、

小

集

団

内

で

滅

私

奉

公

に

近

い

労

働

で

生

産

性

を

上

げ

る

競

争

社

会

で

は

極

め

て

有

利

に

機

能

し

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

し

か

し

、

最

近

の

日

本

で

は

そ

の

よ

う

な

大

規

模

労

働

力

集

約

型

、

年

功

序

列

、

終

身

雇

用

、

先

輩

・

後

輩

の

強

い

関

係

な

ど

の

価

値

観

等

が

い

ず

れ

も

変

化

し

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

こ

れ

は

、

第

三

の

波

の

情

報

化

社

会

へ

日

本

全

体

が

移

行

し

つ

つ

あ

る

兆

候

で

あ

る

と

感

じ

ま

す

。

第

二

の

波

の

大

規

模

組

織

で

は

上

部

組

織

も

巨

大

で

そ

の

意

思

決

定

は

不

透

明

で

あ

り

、

個

人

よ

り

も

会

社

優

先

の

価

値

観

が

横

行

し

、

転

職

す

る

こ

と

は

個

人

の

キ

ャ

リ

ア

形

成

に

は

不

利

で

あ

る

、

な

ど

の

デ

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

大

規

模

組

織

の

メ

リ

ッ

ト

は

安

定

で

す

が

、

そ

の

安

定

に

頼

る

価

値

観

は

既

に

揺

ら

い

で

い

る

と

思

え

ま

す

。

第

三

の

波

の

社

会

で

は

、

ネ

ッ

ト

な

ど

の

各

種

情

報

が

個

人

で

も

容

易

に

手

に

入

り

ま

す

の

で

、

そ

う

し

た

情

報

に

基

づ

き

個

人

個

人

は

よ

り

迅

速

に

状

況

判

断

が

で

き

ま

す

。

そ

の

た

め

、

大

規

模

か

つ

労

働

集

約

型

の

時

間

の

か

か

る

シ

ス

テ

ム

で

は

有

利

な

競

争

が

出

来

な

く

な

り

ま

す

。

個

人

が

必

然

的

に

尊

重

さ

れ

ま

す

。

新

し

い

第

三

の

波

の

組

織

で

は

、

上

か

ら

言

わ

れ

た

こ

と

だ

け

を

忠

実

に

実

行

す

る

人

材

よ

り

も

、

自

ら

情

報

を

収

集

し

判

断

し

実

行

す

る

人

材

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

う

し

た

個

人

は

終

身

雇

用

の

安

定

よ

り

も

ス

キ

ル

を

活

か

し

て

転

職

す

る

こ

と

を

選

択

す

る

で

し

ょ

う

。

第

二

の

波

の

社

会

で

は

、

大

規

模

組

織

の

中

で

上

司

の

お

気

に

入

り

に

な

る

事

、

ラ

イ

バ

ル

と

の

競

争

に

勝

つ

努

力

等

が

出

世

に

は

大

い

に

必

要

と

さ

れ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

第

三

の

波

の

社

会

で

は

個

人

の

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

こ

そ

が

最

も

重

要

で

す

。

人

間

の

行

動

原

理

が

変

化

す

る

に

は

①

絶

大

な

カ

リ

ス

マ

リ

ー

ダ

ー

の

影

響

、

②

長

期

間

に

及

ぶ

文

化

的

変

化

の

影

響

、

③

徹

底

し

た

教

育

な

ど

が

必

要

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

は

③

を

重

視

し

、

時

代

の

波

を

自

覚

し

て

自

ら

学

ぶ

と

と

も

に

、

よ

り

良

い

教

育

機

会

を

手

に

入

れ

る

こ

と

な

ど

が

大

変

重

要

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

等

は

自

衛

隊

、

民

間

会

社

、

官

公

庁

、

政

治

の

世

界

、

い

ず

れ

の

組

織

に

お

い

て

も

求

め

ら

れ

る

変

化

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

「

人

間

の

意

識

・

行

動

は

変

化

す

る

の

か

」

ー

ア

ル

ビ

ン

ト

フ

ラ

ー

の

第

三

の

波

ー

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

小

川

清

史

「

人

間

の

意

識

・

行

動

は

変

化

す

る

の

か

」

ー

ア

ル

ビ

ン

ト

フ

ラ

ー

の

第

三

の

波

ー

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

小

川

清

史
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自
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育

学

校
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衛
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体

育

学

校

来

年

の

パ

リ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

の

試

金

石

と

し

て

、

現

在

中

国

に

お

い

て

開

催

中

の

ア

ジ

ア

大

会

２

０

２

２

に

多

く

の

選

手

を

輩

出

し

て

い

る

自

衛

隊

体

育

学

校

に

つ

い

て

、

本

稿

で

紹

介

し

ま

す

。

来

年

の

パ

リ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

の

試

金

石

と

し

て

、

現

在

中

国

に

お

い

て

開

催

中

の

ア

ジ

ア

大

会

２

０

２

２

に

多

く

の

選

手

を

輩

出

し

て

い

る

自

衛

隊

体

育

学

校

に

つ

い

て

、

本

稿

で

紹

介

し

ま

す

。
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板

橋

区

防

衛

協

会

は

平

成

12

年

４

月

に

約

５

０

０

名

の

会

員

を

持

っ

て

発

足

し

ま

し

た

。

国

防

の

啓

蒙

と

自

衛

隊

へ

の

理

解･

協

力

を

は

じ

め

、

自

衛

隊

の

板

橋

区

に

お

け

る

災

害

活

動

協

力

、

更

に

は

専

守

防

衛

に

徹

し

た

会

員

相

互

の

団

結

を

図

る

事

を

目

的

と

し

、

①

独

立

日

本

の

平

和

と

安

泰

②

侵

略

を

伴

わ

な

い

武

力

充

実

の

理

解

③

国

防

の

啓

蒙

と

自

衛

隊

へ

の

理

解

協

力

④

専

守

防

衛

に

徹

し

た

会

員

相

互

の

団

結

⑤

板

橋

区

に

お

け

る

自

衛

隊

の

防

災

活

動

協

力

の

５

つ

の

原

則

を

厳

守

し

て

会

務

運

営

を

図

っ

て

参

り

ま

し

た

。

当

協

会

の

最

近

の

活

動

内

容

と

し

ま

し

て

は

、

陸

上

自

衛

隊

練

馬

駐

屯

地

に

近

い

事

も

有

り

陸

上

自

衛

隊

第

１

師

団

、

第

１

音

楽

隊

に

よ

る

板

橋

区

内

で

実

施

す

る

「

ふ

れ

あ

い

コ

ン

サ

ー

ト

」

の

推

進

で

す

。

第

１

音

楽

隊

は

今

年

で

70

周

年

を

向

か

え

よ

り

一

層

素

晴

ら

し

い

音

楽

を

先

日

９

月

５

日

満

員

の

観

衆

の

中

で

披

露

し

て

下

さ

い

ま

し

た

。

そ

の

演

奏

会

に

合

わ

せ

て

８

月

23

日

ご

栄

転

さ

れ

た

陸

上

自

衛

隊

第

一

師

団

副

師

団

長

兼

ね

て

練

馬

駐

屯

地

司

令

の

伊

藤

優

一

郎

様

が

当

協

会

に

挨

拶

に

来

て

頂

き

ま

し

た

。

こ

こ

数

年

に

渡

る

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

拡

大

に

よ

る

影

響

で

各

種

の

行

事

・

イ

ベ

ン

ト

の

実

施

に

制

限

を

受

け

た

事

も

有

り

、

現

在

の

会

員

数

は

約

２

０

０

名

と

発

足

当

時

か

ら

は

か

な

り

減

少

し

て

お

り

ま

す

が

、

今

後

と

も

こ

れ

迄

同

様

、

都

民

・

区

民

の

皆

様

の

防

衛

意

識

の

普

及

高

揚

を

図

る

と

共

に

、

自

衛

隊

の

皆

様

に

対

し

す

る

応

援

団

と

し

て

、

「

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

」

と

い

う

気

概

を

忘

れ

ず

に

東

京

都

防

衛

協

会

及

び

各

地

区

協

会

の

皆

様

と

連

携

し

、

会

勢

拡

大

に

も

努

力

を

傾

注

し

て

参

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

板

橋

区

防

衛

協

会

会

長

瀬

尾

正

弘

昭

島

市

防

衛

協

会

で

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

症

が

今

年

の

５

月

９

日

よ

り

5

類

扱

い

と

な

り

、

日

常

の

活

動

も

戻

り

つ

つ

あ

る

中

、

４

年

ぶ

り

と

な

る

第

55

回

定

期

総

会

を

５

月

27

日

に

昭

島

市

民

交

流

セ

ン

タ

ー

で

多

数

の

方

の

ご

臨

席

を

賜

り

開

催

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

来

賓

と

し

て

、

陸

上

自

衛

隊

立

川

・

東

立

川

駐

屯

地

司

令

、

航

空

自

衛

隊

横

田

基

地

司

令

、

昭

島

市

の

臼

井

市

長

や

賛

助

会

員

、

東

京

都

防

衛

協

会

事

務

局

長

、

更

に

近

隣

防

衛

協

会

か

ら

は

多

数

の

会

長

に

ご

出

席

を

頂

き

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

７

月

26

日

に

は

東

立

川

駐

屯

地

の

夏

祭

り

が

４

年

ぶ

り

に

開

催

さ

れ

、

当

会

も

中

野

会

長

以

下

女

性

部

を

含

め

15

名

が

参

加

し

、

昭

島

ク

ジ

ラ

音

頭

新

昭

島

音

頭

を

櫓

の

上

で

踊

り

皆

様

に

披

露

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

ま

た

、

７

月

29

日

に

は

立

川

駐

屯

地

の

花

火

の

鑑

賞

会

が

４

年

ぶ

り

に

開

催

さ

れ

、

駐

屯

地

内

の

芝

生

の

上

か

ら

大

輪

の

華

を

見

る

事

が

出

来

感

動

し

ま

し

た

。

今

回

は

立

川

駐

屯

地

広

報

よ

り

入
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者
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の

手

荷
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検

査

や

駐
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の
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の
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を
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衛
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の

隊
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の
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と
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に
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が
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。
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、
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が
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を
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各
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の
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に
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に
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。
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を
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に
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市

と

五

日

市

町

が

合

併

し
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が

経

ち

ま
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が

、

現

在

で

も

地

域

特

性

を

生
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が

ら

、
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地

区

と

五

日
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に
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の
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て
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５
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５
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５
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を
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催
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②
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５
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。
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地
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も
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を
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た
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と
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お
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す

。
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地
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加

し
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の
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り

皆
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に
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た
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に
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地
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、
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内

の

芝

生

の

上
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の
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を
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来
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。
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が
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逝
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。
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始
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会
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運
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が
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い
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代

に
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。
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な
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の
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の
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の
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京
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会
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の

地
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会

の

皆

様

と

連
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し

つ

つ
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と
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。
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の
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力

を
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く
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い
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し

ま

す

。
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市

防

衛
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会
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孝
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る
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は
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成
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に
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市

と
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日

市
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併

し
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経

ち
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が

、

現

在

で

も

地

域

特

性

を

生

か

し

な

が

ら

、

秋

川

地

区

と

五

日

市

に

お

い

て

協

会

活

動

し

て

お

り

、

通

年

で

の

共

通

イ

ベ

ン

ト

等

で

は

、

２

つ

の

団

体

が

協

力

し

な

が

ら

自

衛

隊

広

報

活

動

に

尽

力

し

て

い

ま

す

。

昨

年

11

月

に

は

緊

急

事

態

宣

言

も

解

除

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り

、

産

業

祭

に

お

い

て

も

協

力

し

な

が

ら

、

２

日

間

防

衛

協

会

PR

活

動

も

行

う

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

ま

た

、

令

和

５

年

５

月

に

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

症

が

５

類

に

移

行

し

、

社

会

的

な

経

済

活

動

も

再

開

し

た

中

、

令

和

５

年

度

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

防

衛

協

会

定

期

総

会

を

多

く

の

会

員

、

来

賓

の

出

席

を

頂

き

開

催

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

役

員

会

も

定

期

的

に

開

催

し

、

今

年

度

の

行

事

日

程

に

つ

い

て

も

活

発

に

協

議

し

な

が

ら

、

今

後

も

会

員

一

同

、

活

動

の

活

性

化

に

努

め

て

参

る

と

と

も

に

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

と

自

衛

隊

広

報

活

動

に

協

働

し

て

い

く

所

存

で

す

。

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

事

務

局

長

日

原

省

吾

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

第

１

師

団

（

師

団

長

兒

玉

恭

幸

陸

将

）

は

６

月

２

日

か

ら

９

日

ま

で

の

間

、

矢

臼

別

演

習

場

で

実

施

さ

れ

た

令

和

５

年

度

北

海

道

訓

練

セ

ン

タ

ー

（

Ｈ

Ｔ

Ｃ

）

訓

練

第

１

次

運

営

に

、

東

部

方

面

特

科

連

隊

を

含

む

諸

職

種

部

隊

を

配

属

さ

れ

た

第

１

普

通

科

連

隊

を

基

幹

と

し

た

第

１

戦

闘

団

（

戦

闘

団

長

１

普

連

長

）

が

参

加

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

指

揮

幕

僚

活

動

の

評

価

及

び

戦

闘

の

客

観

的

・

係

数

的

な

評

価

に

よ

り

諸

職

種

協

同

に

必

要

な

練

度

を

向

上

さ

せ

た

。

ま

た

本

訓

練

の

場

に

お

い

て

第

１

次

師

団

訓

練

検

閲

（

第

１

普

通

科

連

隊

訓

練

検

閲

）

を

実

施

し

て

部

隊

の

練

度

を

評

価

し

た

。

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

に

先

立

ち

、

５

月

17

日

か

ら

22

日

ま

で

の

間

、

１

普

連

及

び

配

属

協

同

部

隊

は

そ

れ

ぞ

れ

の

所

在

駐

屯

地

か

ら

上

富

良

野

演

習

場

ま

で

長

距

離

機

動

訓

練

を

実

施

し

た

。

現

地

到

着

の

翌

日

23

日

か

ら

同

演

習

場

に

お

い

て

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

勝

利

に

向

け

た

事

前

訓

練

を

行

い

、

26

日

に

矢

臼

別

演

習

場

に

転

進

し

た

後

、

27

日

に

戦

闘

団

は

編

成

完

結

し

、

６

月

１

日

ま

で

の

間

で

万

全

の

訓

練

準

備

を

整

え

た

。

１

日

に

統

裁

官

（

１

師

団

長

）

は

「

勝

利

へ

の

執

念

」

を

堅

持

し

て

戦

闘

間

が

む

し

ゃ

ら

に

勝

利

を

掴

む

為

に

行

動

す

る

こ

と

を

第

一

に

要

望

し

た

。

ま

た

留

意

す

べ

き

点

と

し

て

「

企

図

の

明

示

、

確

認

、

実

行

」

と

「

非

戦

闘

損

耗

の

局

限

」

を

示

す

と

と

も

に

、

２

点

目

に

戦

闘

が

終

わ

っ

た

後

の

「

反

省

と

反

映

」

を

要

望

し

て

訓

示

と

し

た

。

６

月

２

日

の

状

況

開

始

か

ら

敵

１

コ

戦

闘

団

規

模

の

部

隊

が

防

御

す

る

地

域

に

対

し

第

１

戦

闘

団

は

、

へ

リ

ボ

ン

作

戦

及

び

前

衛

の

２

コ

普

通

科

中

隊

の

迂

回

・

浸

透

に

よ

り

敵

警

戒

部

隊

を

次

々

に

迂

回

・

駆

逐

す

る

と

と

も

に

、

偵

察

・

斥

候

活

動

を

果

敢

に

行

い

、

敵

重

要

目

標

で

あ

る

戦

車

及

び

自

走

榴

弾

砲

を

標

定

・

撃

破

し

た

。

７

夜

８

日

に

わ

た

り

繰

り

広

げ

ら

れ

た

広

大

な

矢

臼

別

演

習

場

で

の

熱

き

戦

い

は

、

過

去

の

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

参

加

部

隊

中

、

最

も

高

い

近

接

火

力

の

精

度

で

敵

部

隊

を

終

始

圧

倒

し

、

任

務

を

完

遂

し

た

。

統

裁

官

は

講

評

に

お

い

て

「

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

に

２

年

連

続

参

加

で

き

る

機

会

は

少

な

く

、

２

年

連

続

で

任

務

を

完

遂

で

き

た

こ

と

を

誇

り

に

思

う

」

と

述

べ

た

。

第

１

戦

闘

団

は

12

日

、

編

成

を

解

組

す

る

と

と

も

に

、

13

日

１

普

連

は

、

上

富

良

野

演

習

場

に

転

進

し

、

補

備

訓

練

を

14

日

か

ら

16

日

ま

で

実

施

す

る

と

と

も

に

、

７

日

か

ら

21

日

に

か

け

て

長

距

離

機

動

訓

練

を

行

い

、

全

て

の

訓

練

任

務

を

完

遂

し

、

練

馬

駐

屯

地

に

異

状

な

く

帰

隊

し

た

。

師

団

は

６

月

26

日

か

ら

30

日

ま

で

の

間

、

令

和

５

年

度

自

衛

隊

統

合

防

災

演

習

（

05

Ｊ

Ｘ

Ｒ

）

に

参

加

し

、

南

海

ト

ラ

フ

地

震

対

処

計

画

の

検

証

等

を

行

っ

た

。

本

訓

練

は

指

揮

幕

僚

活

動

と

し

て

、

対

処

能

力

の

維

持

・

向

上

及

び

災

害

対

処

計

画

の

実

効

性

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

に

行

わ

れ

、

昨

年

に

引

き

続

き

２

年

連

続

で

行

わ

れ

た

南

海

ト

ラ

フ

地

震

発

災

時

の

状

況

に

よ

り

演

練

し

た

。

師

団

は

甚

大

な

被

害

が

予

想

さ

れ

る

静

岡

県

全

域

に

対

し

、

当

初

、

第

34

普

通

科

連

隊

を

派

遣

し

て

即

時

救

援

活

動

を

、

第

１

偵

察

戦

闘

大

隊

、

第

１

飛

行

隊

及

び

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

を

派

遣

し

て

情

報

収

集

を

実

施

す

る

と

と

も

に

、

被

害

状

況

の

解

明

に

伴

い

静

岡

県

中

部

地

区

に

部

隊

を

集

中

し

師

団

全

力

で

即

時

救

援

活

動

を

実

施

し

た

。

さ

ら

に

、

甚

大

な

被

害

が

生

起

し

た

伊

豆

・

小

笠

原

諸

島

の

離

島

に

対

す

る

対

処

を

実

施

し

た

。

こ

の

間

、

師

団

司

令

部

は

東

部

方

面

総

監

部

が

静

岡

県

庁

に

実

設

し

た

方

面

現

地

調

整

所

に

連

絡

要

員

を

派

遣

す

る

と

と

も

に

、

司

令

部

庁

舎

内

に

静

岡

県

総

合

運

動

公

園

に

開

設

予

定

の

師

団

前

方

指

揮

所

を

設

置

し

て

活

動

し

た

。

師

団

は

本

訓

練

を

通

じ

、

指

揮

幕

僚

活

動

の

能

力

を

向

上

さ

せ

る

と

と

も

に

、

想

定

外

の

状

況

に

も

対

応

で

き

柔

軟

な

部

隊

運

用

及

び

南

海

ト

ラ

フ

地

震

対

処

計

画

の

見

直

し

の

た

め

の

資

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

。

第

１

音

楽

隊

は

７

月

20

日

、

北

と

ぴ

あ

・

さ

く

ら

ホ

ー

ル

（

東

京

都

北

区

）

に

お

い

て

、

公

益

社

団

法

人

王

子

法

人

会

と

共

催

で

王

子

コ

ン

サ

ー

ト

を

実

施

し

た

。

本

コ

ン

サ

ー

ト

は

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

及

び

親

近

感

の

醸

成

を

図

る

と

と

も

に

、

地

域

と

の

連

携

を

深

化

さ

せ

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

、

今

回

で

２

回

目

の

開

催

と

な

っ

た

。

本

コ

ン

サ

ー

ト

は

「

届

け

、

未

来

へ

～

こ

の

思

い

を

音

に

の

せ

て

～

」

を

テ

ー

マ

に

、

幅

広

い

年

齢

層

の

心

に

響

く

曲

目

を

選

曲

し

、

２

部

構

成

で

行

わ

れ

た

。

華

や

か

な

フ

ァ

ン

フ

ァ

ー

レ

と

と

も

に

、

希

望

に

満

ち

た

爽

や

か

な

コ

ン

サ

ー

ト

マ

ー

チ

の

「

未

来

へ

の

架

橋

」

（

和

田

直

也

）

で

幕

を

あ

け

た

第

１

部

は

、

吹

奏

楽

の

オ

リ

ジ

ナ

ル

作

品

で

高

い

合

奏

能

力

が

要

さ

れ

る

ク

ラ

シ

カ

ル

な

曲

目

「

宇

宙

の

音

楽

」

（

フ

ィ

リ

ッ

プ

・

ス

パ

ー

ク

）

な

ど

４

曲

が

演

奏

さ

れ

、

地

域

の

ク

ラ

シ

ッ

ク

愛

好

家

た

ち

を

楽

し

ま

せ

た

。

第

２

部

の

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

は

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

な

曲

目

、

「

ス

ペ

イ

ン

」

（

チ

ッ

ク

・

コ

リ

ア

）

で

幕

を

あ

け

、

地

元

２

校

の

高

校

吹

奏

楽

部

と

の

合

同

演

奏

曲

を

含

む

５

曲

が

演

奏

さ

れ

、

合

同

演

奏

に

参

加

し

た

学

生

の

同

級

生

や

保

護

者

の

方

は

熱

心

に

聞

き

入

っ

て

い

た

。フ

ィ

ナ

レ

ー

は

鳴

り

や

ま

な

い

拍

手

に

応

え

、

ア

ン

コ

ー

ル

で

は

隊

員

と

学

生

の

美

し

い

合

唱

に

よ

る

「

明

日

と

い

う

日

が

」

（

八

木

澤

教

司

）

と

、

日

本

を

代

表

す

る

フ

ュ

ー

ジ

ョ

ン

グ

ル

ー

プ

の

作

品

「

宝

島

」

（

Ｔ

‐

Ｓ

Ｑ

Ｕ

Ａ

Ｒ

Ｅ

）

を

学

生

と

共

に

演

奏

し

、

華

や

か

に

飾

り

終

演

し

た

。

第

１

師

団

司

令

部

総

務

課

広

報

班

第

１

師

団

（

師

団

長

兒

玉

恭

幸

陸

将

）

は

６

月

２

日

か

ら

９

日

ま

で

の

間

、

矢

臼

別

演

習

場

で

実

施

さ

れ

た

令

和

５

年

度

北

海

道

訓

練

セ

ン

タ

ー

（

Ｈ

Ｔ

Ｃ

）

訓

練

第

１

次

運

営

に

、

東

部

方

面

特

科

連

隊

を

含

む

諸

職

種

部

隊

を

配

属

さ

れ

た

第

１

普

通

科

連

隊

を

基

幹

と

し

た

第

１

戦

闘

団

（

戦

闘

団

長

１

普

連

長

）

が

参

加

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

指

揮

幕

僚

活

動

の

評

価

及

び

戦

闘

の

客

観

的

・

係

数

的

な

評

価

に

よ

り

諸

職

種

協

同

に

必

要

な

練

度

を

向

上

さ

せ

た

。

ま

た

本

訓

練

の

場

に

お

い

て

第

１

次

師

団

訓

練

検

閲

（

第

１

普

通

科

連

隊

訓

練

検

閲

）

を

実

施

し

て

部

隊

の

練

度

を

評

価

し

た

。

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

に

先

立

ち

、

５

月

17

日

か

ら

22

日

ま

で

の

間

、

１

普

連

及

び

配

属

協

同

部

隊

は

そ

れ

ぞ

れ

の

所

在

駐

屯

地

か

ら

上

富

良

野

演

習

場

ま

で

長

距

離

機

動

訓

練

を

実

施

し

た

。

現

地

到

着

の

翌

日

23

日

か

ら

同

演

習

場

に

お

い

て

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

勝

利

に

向

け

た

事

前

訓

練

を

行

い

、

26

日

に

矢

臼

別

演

習

場

に

転

進

し

た

後

、

27

日

に

戦

闘

団

は

編

成

完

結

し

、

６

月

１

日

ま

で

の

間

で

万

全

の

訓

練

準

備

を

整

え

た

。

１

日

に

統

裁

官

（

１

師

団

長

）

は

「

勝

利

へ

の

執

念

」

を

堅

持

し

て

戦

闘

間

が

む

し

ゃ

ら

に

勝

利

を

掴

む

為

に

行

動

す

る

こ

と

を

第

一

に

要

望

し

た

。

ま

た

留

意

す

べ

き

点

と

し

て

「

企

図

の

明

示

、

確

認

、

実

行

」

と

「

非

戦

闘

損

耗

の

局

限

」

を

示

す

と

と

も

に

、

２

点

目

に

戦

闘

が

終

わ

っ

た

後

の

「

反

省

と

反

映

」

を

要

望

し

て

訓

示

と

し

た

。

６

月

２

日

の

状

況

開

始

か

ら

敵

１

コ

戦

闘

団

規

模

の

部

隊

が

防

御

す

る

地

域

に

対

し

第

１

戦

闘

団

は

、

へ

リ

ボ

ン

作

戦

及

び

前

衛

の

２

コ

普

通

科

中

隊

の

迂

回

・

浸

透

に

よ

り

敵

警

戒

部

隊

を

次

々

に

迂

回

・

駆

逐

す

る

と

と

も

に

、

偵

察

・

斥

候

活

動

を

果

敢

に

行

い

、

敵

重

要

目

標

で

あ

る

戦

車

及

び

自

走

榴

弾

砲

を

標

定

・

撃

破

し

た

。

７

夜

８

日

に

わ

た

り

繰

り

広

げ

ら

れ

た

広

大

な

矢

臼

別

演

習

場

で

の

熱

き

戦

い

は

、

過

去

の

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

参

加

部

隊

中

、

最

も

高

い

近

接

火

力

の

精

度

で

敵

部

隊

を

終

始

圧

倒

し

、

任

務

を

完

遂

し

た

。

統

裁

官

は

講

評

に

お

い

て

「

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

に

２

年

連

続

参

加

で

き

る

機

会

は

少

な

く

、

２

年

連

続

で

任

務

を

完

遂

で

き

た

こ

と

を

誇

り

に

思

う

」

と

述

べ

た

。

第

１

戦

闘

団

は

12

日

、

編

成

を

解

組

す

る

と

と

も

に

、

13

日

１

普

連

は

、

上

富

良

野

演

習

場

に

転

進

し

、

補

備

訓

練

を

14

日

か

ら

16

日

ま

で

実

施

す

る

と

と

も

に

、

７

日

か

ら

21

日

に

か

け

て

長

距

離

機

動

訓

練

を

行

い

、

全

て

の

訓

練

任

務

を

完

遂

し

、

練

馬

駐

屯

地

に

異

状

な

く

帰

隊

し

た

。

師

団

は

６

月

26

日

か

ら

30

日

ま

で

の

間

、

令

和

５

年

度

自

衛

隊

統

合

防

災

演

習

（

05

Ｊ

Ｘ

Ｒ

）

に

参

加

し

、

南

海

ト

ラ

フ

地

震

対

処

計

画

の

検

証

等

を

行

っ

た

。

本

訓

練

は

指

揮

幕

僚

活

動

と

し

て

、

対

処

能

力

の

維

持

・

向

上

及

び

災

害

対

処

計

画

の

実

効

性

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

に

行

わ

れ

、

昨

年

に

引

き

続

き

２

年

連

続

で

行

わ

れ

た

南

海

ト

ラ

フ

地

震

発

災

時

の

状

況

に

よ

り

演

練

し

た

。

師

団

は

甚

大

な

被

害

が

予

想

さ

れ

る

静

岡

県

全

域

に

対

し

、

当

初

、

第

34

普

通

科

連

隊

を

派

遣

し

て

即

時

救

援

活

動

を

、

第

１

偵

察

戦

闘

大

隊

、

第

１

飛

行

隊

及

び

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

を

派

遣

し

て

情

報

収

集

を

実

施

す

る

と

と

も

に

、

被

害

状

況

の

解

明

に

伴

い

静

岡

県

中

部

地

区

に

部

隊

を

集

中

し

師

団

全

力

で

即

時

救

援

活

動

を

実

施

し

た

。

さ

ら

に

、

甚

大

な

被

害

が

生

起

し

た

伊

豆

・

小

笠

原

諸

島

の

離

島

に

対

す

る

対

処

を

実

施

し

た

。

こ

の

間

、

師

団

司

令

部

は

東

部

方

面

総

監

部

が

静

岡

県

庁

に

実

設

し

た

方

面

現

地

調

整

所

に

連

絡

要

員

を

派

遣

す

る

と

と

も

に

、

司

令

部

庁

舎

内

に

静

岡

県

総

合

運

動

公

園

に

開

設

予

定

の

師

団

前

方

指

揮

所

を

設

置

し

て

活

動

し

た

。

師

団

は

本

訓

練

を

通

じ

、

指

揮

幕

僚

活

動

の

能

力

を

向

上

さ

せ

る

と

と

も

に

、

想

定

外

の

状

況

に

も

対

応

で

き

柔

軟

な

部

隊

運

用

及

び

南

海

ト

ラ

フ

地

震

対

処

計

画

の

見

直

し

の

た

め

の

資

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

。

第

１

音

楽

隊

は

７

月

20

日

、

北

と

ぴ

あ

・

さ

く

ら

ホ

ー

ル

（

東

京

都

北

区

）

に

お

い

て

、

公

益

社

団

法

人

王

子

法

人

会

と

共

催

で

王

子

コ

ン

サ

ー

ト

を

実

施

し

た

。

本

コ

ン

サ

ー

ト

は

、

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

及

び

親

近

感

の

醸

成

を

図

る

と

と

も

に

、

地

域

と

の

連

携

を

深

化

さ

せ

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

、

今

回

で

２

回

目

の

開

催

と

な

っ

た

。

本

コ

ン

サ

ー

ト

は

「

届

け

、

未

来

へ

～

こ

の

思

い

を

音

に

の

せ

て

～

」

を

テ

ー

マ

に

、

幅

広

い

年

齢

層

の

心

に

響

く

曲

目

を

選

曲

し

、

２

部

構

成

で

行

わ

れ

た

。

華

や

か

な

フ

ァ

ン

フ

ァ

ー

レ

と

と

も

に

、

希

望

に

満

ち

た

爽

や

か

な

コ

ン

サ

ー

ト

マ

ー

チ

の

「

未

来

へ

の

架

橋

」

（

和

田

直

也

）

で

幕

を

あ

け

た

第

１

部

は

、

吹

奏

楽

の

オ

リ

ジ

ナ

ル

作

品

で

高

い

合

奏

能

力

が

要

さ

れ

る

ク

ラ

シ

カ

ル

な

曲

目

「

宇

宙

の

音

楽

」

（

フ

ィ

リ

ッ

プ

・

ス

パ

ー

ク

）

な

ど

４

曲

が

演

奏

さ

れ

、

地

域

の

ク

ラ

シ

ッ

ク

愛

好

家

た

ち

を

楽

し

ま

せ

た

。

第

２

部

の

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

は

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

な

曲

目

、

「

ス

ペ

イ

ン

」

（

チ

ッ

ク

・

コ

リ

ア

）

で

幕

を

あ

け

、

地

元

２

校

の

高

校

吹

奏

楽

部

と

の

合

同

演

奏

曲

を

含

む

５

曲

が

演

奏

さ

れ

、

合

同

演

奏

に

参

加

し

た

学

生

の

同

級

生

や

保

護

者

の

方

は

熱

心

に

聞

き

入

っ

て

い

た

。フ

ィ

ナ

レ

ー

は

鳴

り

や

ま

な

い

拍

手

に

応

え

、

ア

ン

コ

ー

ル

で

は

隊

員

と

学

生

の

美

し

い

合

唱

に

よ

る

「

明

日

と

い

う

日

が

」

（

八

木

澤

教

司

）

と

、

日

本

を

代

表

す

る

フ

ュ

ー

ジ

ョ

ン

グ

ル

ー

プ

の

作

品

「

宝

島

」

（

Ｔ

‐

Ｓ

Ｑ

Ｕ

Ａ

Ｒ

Ｅ

）

を

学

生

と

共

に

演

奏

し

、

華

や

か

に

飾

り

終

演

し

た

。

第

１

師

団

司

令

部

総

務

課

広

報

班

板

橋

区

板

橋

区

昭

島

市

昭

島

市

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

第１師団第１師団

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

山

下

陸

将

補

）

城

北

地

区

隊

（

隊

長

小

竹

２

陸

佐

）

は

６

月

29

日

豊

島

区

の

ホ

テ

ル

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

で

行

わ

れ

た

「

令

和

５

年

度

東

京

地

本

城

北

地

区

隊

を

励

ま

す

会

」

に

参

加

し

た

。

本

会

は

、

城

北

地

区

隊

の

実

施

す

る

業

務

の

重

要

性

に

銘

肝

し

、

激

励

・

支

援

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

東

京

地

本

城

北

協

力

会

、

城

北

地

区

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

、

家

族

会

城

北

地

区

協

議

会

の

３

団

体

が

主

催

し

て

お

り

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

拡

大

の

影

響

の

た

め

４

年

ぶ

り

の

開

催

と

な

っ

た

。

当

日

は

、

海

上

自

衛

官

の

サ

イ

ド

パ

イ

プ

と

呼

ば

れ

る

笛

の

号

令

に

よ

り

始

ま

っ

た

。

本

会

へ

は

１

１

８

名

の

参

加

者

が

集

ま

り

、

主

催

者

代

表

と

し

て

中

里

城

北

協

力

会

会

長

の

挨

拶

の

後

、

来

賓

と

し

て

佐

藤

正

久

参

議

院

議

員

か

ら

の

ご

挨

拶

、

菊

池

城

北

地

区

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

会

長

の

乾

杯

を

経

て

、

会

食

が

開

始

さ

れ

た

。

和

や

か

な

雰

囲

気

の

中

、

隊

員

に

よ

る

陸

自

格

闘

術

の

演

武

、

海

上

自

衛

隊

の

手

旗

と

組

み

合

わ

せ

た

替

え

歌

、

け

ん

玉

芸

等

に

よ

っ

て

会

を

盛

り

上

げ

た

。

特

に

、

東

京

地

連

時

代

に

作

詞

・

作

曲

さ

れ

た

歌

（

「

俺

は

男

だ

募

集

マ

ン

」

）

を

隊

員

一

同

で

斉

唱

す

る

こ

と

よ

り

、

参

加

者

の

募

集

へ

か

け

る

思

い

を

一

体

と

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

最

後

は

、

佐

竹

家

族

会

城

北

地

区

協

議

会

会

長

に

よ

る

一

本

締

め

の

後

、

開

始

同

様

サ

イ

ド

パ

イ

プ

の

号

令

で

終

幕

と

な

り

終

始

笑

い

の

絶

え

な

い

会

と

な

っ

た

。

城

北

地

区

隊

は

今

後

も

関

係

協

力

団

体

と

一

致

団

結

し

た

募

集

・

広

報

活

動

を

実

施

し

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

と

関

心

を

高

め

て

自

衛

官

募

集

業

務

に

繋

げ

た

い

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

（

所

長

星

２

陸

尉

）

は

６

月

17

日

、

昭

島

市

に

所

在

す

る

商

業

施

設

モ

リ

タ

ウ

ン

に

お

い

て

、

キ

ッ

ズ

お

し

ご

と

フ

ェ

ス

タ

に

参

加

し

た

。

本

イ

ベ

ン

ト

の

参

加

対

象

は

小

学

生

以

下

で

、

自

衛

隊

の

他

に

も

、

警

察

や

消

防

、

地

域

の

企

業

な

ど

が

参

加

し

、

お

仕

事

を

楽

し

み

な

が

ら

学

ぶ

１

日

と

し

て

、

終

日

会

場

は

賑

わ

っ

た

。

自

衛

隊

ブ

ー

ス

へ

は

、

来

場

者

が

約

２

０

０

家

族

程

と

な

り

、

子

供

た

ち

が

家

族

と

一

緒

に

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

の

ペ

ー

パ

ー

ク

ラ

フ

ト

に

ハ

サ

ミ

を

入

れ

た

り

、

カ

ラ

フ

ル

な

塗

り

絵

に

挑

戦

し

た

り

す

る

真

剣

な

様

子

が

見

ら

れ

、

中

に

は

、

ご

家

族

の

方

が

一

生

懸

命

に

な

る

な

ど

、

微

笑

ま

し

い

場

面

も

あ

っ

た

。

ま

た

、

イ

ベ

ン

ト

中

、

募

集

相

談

員

の

方

々

の

協

力

も

受

け

、

装

備

品

に

詳

し

い

募

集

相

談

員

が

「

こ

の

救

難

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

は

、

何

人

乗

れ

る

か

知

っ

て

る

？

」

「

戦

車

の

重

さ

っ

て

ど

れ

く

ら

い

だ

と

思

う

？

」

な

ど

子

供

達

に

質

問

し

て

正

解

を

伝

え

る

と

、

子

供

達

は

「

え

～

っ

！

！

す

ご

ー

い

」

と

目

を

丸

く

し

て

驚

い

て

い

る

様

子

だ

っ

た

。

立

川

出

張

所

で

は

、

今

後

も

こ

の

よ

う

な

広

報

の

場

を

活

用

し

な

が

ら

、

自

衛

隊

の

魅

力

発

信

を

継

続

し

募

集

業

務

に

邁

進

し

て

い

く

と

し

て

い

る

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

江

東

出

張

所

（

所

長

目

崎

３

海

佐

）

は

６

月

３

日

・

４

日

の

２

日

間

、

江

東

区

に

所

在

す

る

東

京

海

洋

大

学

越

中

島

キ

ャ

ン

パ

ス

で

行

わ

れ

た

海

王

祭

（

学

園

祭

）

に

お

い

て

、

海

上

幕

僚

監

部

の

募

集

推

進

室

と

連

携

し

て

広

報

活

動

を

実

施

し

た

。

初

日

は

、

当

初

弱

い

雨

の

た

め

人

出

も

少

な

か

っ

た

が

、

徐

々

に

晴

れ

間

も

出

て

、

多

く

の

人

で

に

ぎ

わ

う

中

、

広

報

パ

ネ

ル

の

展

示

、

ミ

ニ

制

服

等

の

試

着

及

び

今

回

の

メ

イ

ン

で

あ

る

海

上

自

衛

隊

の

艦

長

経

験

者

３

名

に

よ

る

「

海

上

自

衛

隊

ぶ

っ

ち

ゃ

け

ト

ー

ク

」

を

実

施

し

た

。

多

く

の

家

族

連

れ

が

広

報

パ

ネ

ル

の

前

で

足

を

止

め

て

、

ミ

ニ

制

服

姿

の

子

供

達

の

写

真

を

撮

っ

て

い

る

そ

の

隣

で

は

、

東

京

海

洋

大

学

の

学

生

相

手

に

海

上

自

衛

隊

幹

部

が

艦

艇

勤

務

の

内

容

や

そ

の

生

活

、

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

に

つ

い

て

率

直

に

か

つ

ユ

ー

モ

ア

た

っ

ぷ

り

に

話

し

て

い

た

。

ト

ー

ク

の

様

子

は

、

海

上

自

衛

隊

か

ら

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

ラ

イ

ブ

配

信

さ

れ

、

多

く

の

人

に

視

聴

さ

れ

た

。

二

日

目

は

、

屋

外

ス

テ

ー

ジ

を

使

用

し

た

フ

リ

ー

ト

ー

ク

が

実

施

さ

れ

、

学

生

だ

け

で

な

く

多

く

の

家

族

連

れ

も

海

上

自

衛

隊

の

活

動

や

そ

の

生

活

の

「

お

も

し

ろ

ト

ー

ク

」

に

対

し

て

驚

き

や

笑

い

を

み

せ

、

終

始

盛

況

で

あ

っ

た

。

江

東

出

張

所

で

は

、

今

後

も

地

域

に

密

着

し

て

、

対

象

者

の

ニ

ー

ズ

に

応

じ

た

募

集

・

広

報

活

動

を

実

施

し

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

を

深

め

、

自

衛

官

志

願

者

の

増

大

を

図

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

東

京

地

方

協

力

本

部

渉

外

広

報

室

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

山

下

陸

将

補

）

城

北

地

区

隊

（

隊

長

小

竹

２

陸

佐

）

は

６

月

29

日

豊

島

区

の

ホ

テ

ル

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

で

行

わ

れ

た

「

令

和

５

年

度

東

京

地

本

城

北

地

区

隊

を

励

ま

す

会

」

に

参

加

し

た

。

本

会

は

、

城

北

地

区

隊

の

実

施

す

る

業

務

の

重

要

性

に

銘

肝

し

、

激

励

・

支

援

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

東

京

地

本

城

北

協

力

会

、

城

北

地

区

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

、

家

族

会

城

北

地

区

協

議

会

の

３

団

体

が

主

催

し

て

お

り

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

拡

大

の

影

響

の

た

め

４

年

ぶ

り

の

開

催

と

な

っ

た

。

当

日

は

、

海

上

自

衛

官

の

サ

イ

ド

パ

イ

プ

と

呼

ば

れ

る

笛

の

号

令

に

よ

り

始

ま

っ

た

。

本

会

へ

は

１

１

８

名

の

参

加

者

が

集

ま

り

、

主

催

者

代

表

と

し

て

中

里

城

北

協

力

会

会

長

の

挨

拶

の

後

、

来

賓

と

し

て

佐

藤

正

久

参

議

院

議

員

か

ら

の

ご

挨

拶

、

菊

池

城

北

地

区

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

会

長

の

乾

杯

を

経

て

、

会

食

が

開

始

さ

れ

た

。

和

や

か

な

雰

囲

気

の

中

、

隊

員

に

よ

る

陸

自

格

闘

術

の

演

武

、

海

上

自

衛

隊

の

手

旗

と

組

み

合

わ

せ

た

替

え

歌

、

け

ん

玉

芸

等

に

よ

っ

て

会

を

盛

り

上

げ

た

。

特

に

、

東

京

地

連

時

代

に

作

詞

・

作

曲

さ

れ

た

歌

（

「

俺

は

男

だ

募

集

マ

ン

」

）

を

隊

員

一

同

で

斉

唱

す

る

こ

と

よ

り

、

参

加

者

の

募

集

へ

か

け

る

思

い

を

一

体

と

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

最

後

は

、

佐

竹

家

族

会

城

北

地

区

協

議

会

会

長

に

よ

る

一

本

締

め

の

後

、

開

始

同

様

サ

イ

ド

パ

イ

プ

の

号

令

で

終

幕

と

な

り

終

始

笑

い

の

絶

え

な

い

会

と

な

っ

た

。

城

北

地

区

隊

は

今

後

も

関

係

協

力

団

体

と

一

致

団

結

し

た

募

集

・

広

報

活

動

を

実

施

し

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

と

関

心

を

高

め

て

自

衛

官

募

集

業

務

に

繋

げ

た

い

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

（

所

長

星

２

陸

尉

）

は

６

月

17

日

、

昭

島

市

に

所

在

す

る

商

業

施

設

モ

リ

タ

ウ

ン

に

お

い

て

、

キ

ッ

ズ

お

し

ご

と

フ

ェ

ス

タ

に

参

加

し

た

。

本

イ

ベ

ン

ト

の

参

加

対

象

は

小

学

生

以

下

で

、

自

衛

隊

の

他

に

も

、

警

察

や

消

防

、

地

域

の

企

業

な

ど

が

参

加

し

、

お

仕

事

を

楽

し

み

な

が

ら

学

ぶ

１

日

と

し

て

、

終

日

会

場

は

賑

わ

っ

た

。

自

衛

隊

ブ

ー

ス

へ

は

、

来

場

者

が

約

２

０

０

家

族

程

と

な

り

、

子

供

た

ち

が

家

族

と

一

緒

に

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

の

ペ

ー

パ

ー

ク

ラ

フ

ト

に

ハ

サ

ミ

を

入

れ

た

り

、

カ

ラ

フ

ル

な

塗

り

絵

に

挑

戦

し

た

り

す

る

真

剣

な

様

子

が

見

ら

れ

、

中

に

は

、

ご

家

族

の

方

が

一

生

懸

命

に

な

る

な

ど

、

微

笑

ま

し

い

場

面

も

あ

っ

た

。

ま

た

、

イ

ベ

ン

ト

中

、

募

集

相

談

員

の

方

々

の

協

力

も

受

け

、

装

備

品

に

詳

し

い

募

集

相

談

員

が

「

こ

の

救

難

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

は

、

何

人

乗

れ

る

か

知

っ

て

る

？

」

「

戦

車

の

重

さ

っ

て

ど

れ

く

ら

い

だ

と

思

う

？

」

な

ど

子

供

達

に

質

問

し

て

正

解

を

伝

え

る

と

、

子

供

達

は

「

え

～

っ

！

！

す

ご

ー

い

」

と

目

を

丸

く

し

て

驚

い

て

い

る

様

子

だ

っ

た

。

立

川

出

張

所

で

は

、

今

後

も

こ

の

よ

う

な

広

報

の

場

を

活

用

し

な

が

ら

、

自

衛

隊

の

魅

力

発

信

を

継

続

し

募

集

業

務

に

邁

進

し

て

い

く

と

し

て

い

る

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

江

東

出

張

所

（

所

長

目

崎

３

海

佐

）

は

６

月

３

日

・

４

日

の

２

日

間

、

江

東

区

に

所

在

す

る

東

京

海

洋

大

学

越

中

島

キ

ャ

ン

パ

ス

で

行

わ

れ

た

海

王

祭

（

学

園

祭

）

に

お

い

て

、

海

上

幕

僚

監

部

の

募

集

推

進

室

と

連

携

し

て

広

報

活

動

を

実

施

し

た

。

初

日

は

、

当

初

弱

い

雨

の

た

め

人

出

も

少

な

か

っ

た

が

、

徐

々

に

晴

れ

間

も

出

て

、

多

く

の

人

で

に

ぎ

わ

う

中

、

広

報

パ

ネ

ル

の

展

示

、

ミ

ニ

制

服

等

の

試

着

及

び

今

回

の

メ

イ

ン

で

あ

る

海

上

自

衛

隊

の

艦

長

経

験

者

３

名

に

よ

る

「

海

上

自

衛

隊

ぶ

っ

ち

ゃ

け

ト

ー

ク

」

を

実

施

し

た

。

多

く

の

家

族

連

れ

が

広

報

パ

ネ

ル

の

前

で

足

を

止

め

て

、

ミ

ニ

制

服

姿

の

子

供

達

の

写

真

を

撮

っ

て

い

る

そ

の

隣

で

は

、

東

京

海

洋

大

学

の

学

生

相

手

に

海

上

自

衛

隊

幹

部

が

艦

艇

勤

務

の

内

容

や

そ

の

生

活

、

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

に

つ

い

て

率

直

に

か

つ

ユ

ー

モ

ア

た

っ

ぷ

り

に

話

し

て

い

た

。

ト

ー

ク

の

様

子

は

、

海

上

自

衛

隊

か

ら

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

ラ

イ

ブ

配

信

さ

れ

、

多

く

の

人

に

視

聴

さ

れ

た

。

二

日

目

は

、

屋

外

ス

テ

ー

ジ

を

使

用

し

た

フ

リ

ー

ト

ー

ク

が

実

施

さ

れ

、

学

生

だ

け

で

な

く

多

く

の

家

族

連

れ

も

海

上

自

衛

隊

の

活

動

や

そ

の

生

活

の

「

お

も

し

ろ

ト

ー

ク

」

に

対

し

て

驚

き

や

笑

い

を

み

せ

、

終

始

盛

況

で

あ

っ

た

。

江

東

出

張

所

で

は

、

今

後

も

地

域

に

密

着

し

て

、

対

象

者

の

ニ

ー

ズ

に

応

じ

た

募

集

・

広

報

活

動

を

実

施

し

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

理

解

を

深

め

、

自

衛

官

志

願

者

の

増

大

を

図

っ

て

い

く

と

し

て

い

る

。

東

京

地

方

協

力

本

部

渉

外

広

報

室

地

本

コ

ー

ナ

ー

地

本

コ

ー

ナ

ー

４

年

振

り

の

開

催

「

城

北

地

区

隊

を

励

ま

す

会

」

実

施

４

年

振

り

の

開

催

「

城

北

地

区

隊

を

励

ま

す

会

」

実

施
城北地区隊の隊員と

３団体の協力者が一体となって

城北地区隊の隊員と

３団体の協力者が一体となって

キ

ッ

ズ

お

し

ご

と

フ

ェ

ス

タ

in

モ

リ

タ

ウ

ン

に

参

加

キ

ッ

ズ

お

し

ご

と

フ

ェ

ス

タ

in

モ

リ

タ

ウ

ン

に

参

加

多くのキッズで賑わうモリタウン多くのキッズで賑わうモリタウン

海

王

祭

で

ト

ー

ク

炸

裂

艦

長

経

験

者

大

い

に

語

る

海

王

祭

で

ト

ー

ク

炸

裂

艦

長

経

験

者

大

い

に

語

る

「海上自衛隊ぶっちゃけトーク」

盛り上げる３名の艦長経験者

「海上自衛隊ぶっちゃけトーク」

盛り上げる３名の艦長経験者

命の源泉「昭島の水」命の源泉「昭島の水」

令和５年度定期総会の様子と

地元産業祭での防衛協会PR

令和５年度定期総会の様子と

地元産業祭での防衛協会PR

第

１

戦

闘

団

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

で

大

奮

闘

第

１

戦

闘

団

Ｈ

Ｔ

Ｃ

訓

練

で

大

奮

闘

敵警戒部隊駆逐

に任ずる隊員

敵警戒部隊駆逐

に任ずる隊員

勝鬨 を上 げる 第 １戦 闘団勝鬨 を上 げる 第 １戦 闘団

００００

５５５５

ＪＪＪＪ

ＸＸＸＸ

ＲＲＲＲ

南

海

ト

ラ

フ

震

災

対

処

００００

５５５５

ＪＪＪＪ

ＸＸＸＸ

ＲＲＲＲ

南

海

ト

ラ

フ

震

災

対

処

関係機関との有機的な連携関係機関との有機的な連携

第

２

回

王

子

コ

ン

サ

ー

ト

地

本

高

校

生

と

奏

で

る

未

来

へ

の

ハ

ー

モ

ニ

ー

第

２

回

王

子

コ

ン

サ

ー

ト

地

本

高

校

生

と

奏

で

る

未

来

へ

の

ハ

ー

モ

ニ

ー

力強い指揮による 地元高校生と

第１音楽隊との合同演奏

力強い指揮による 地元高校生と

第１音楽隊との合同演奏

ご栄転された伊藤優一郎

駐屯地司令を囲んで

ご栄転された伊藤優一郎

駐屯地司令を囲んで


